
令和７年５月２６日（月）に、大滝徳舜瞥学校会議室にて、委員１１名、

教育委員会１名、事務局員２名の参加の下、今年度第１回学校運営協議会を

開催しました。ま、今年度の委員に任命書の交付を行い、会長・副会長の選

任を行いました。会長には宇井  尚 様、副会長には滝澤 敏哉 様に就

任いただきました。その後、校長より令和７年度の学校経営などについて説

明があり、委員の皆様より承認をいただきました。 

今回は「地域との連携・協働について」をテーマとして委員の皆様に意見

交流をしていただきました。話題提供として今年４月に発足し、北海道新聞

や室蘭民放の記事に掲載された大滝もりあげ隊について、会長の滝澤さん

からお話しいただき、意見交流がなされました。お話しいただいた滝澤さ

ん、そして委員の皆様から大滝への深くて熱い思いを感じることができま

した。 

 

【話題提供の内容】大滝もりあげ隊 会長 滝澤さん 

 今年５月に設立総会を開き、大滝もりあげ隊を立ち上げた。現在２３名、会は４つの組織で構成され

ている。過去に先例となる「おやじの会」や「協力隊」、「学校もりあげ隊」などがあった。しかし、残

念ながら人の流動に伴い、活動が立ち消えてしまった。そうした点を踏まえ、本会ではしっかりした組

織づくりを行い、地域・学校を支える会として継続的に活動していき、大滝に根付いた会としていきた

い。先日、連合自治会の会議の場において時間をいただき、各自治会長に向け、自治会の支援を得るべ

く本会の説明を行ってきた。過去、自治会に「子ども会」があり、資金的にも子どもたちの支援に対し

助力を願えないか相談した。自治会からは今年度は予算計上していないので難しいが、今後検討してみ

るという返事をいただいている。 

今年度は６月７日に PTA環境整備・観桜会の手伝い、その後の運動会にも参加する予定。 

また、公式ラインを立ち上げ、広く会の周知に努めているところである。 

 

【委員からの意見など】 

・５月２５日にたきっコタンで地域交流会・歓迎会を実施した。たきっコタンをそういう場として活用

した。日常的な人と人との関係づくりが大切だと感じている。 

・「おおたき新聞」で移住者を紹介する予定。たきっコタンのこのような活動は「大人食堂」と呼べると

思う。 

・昔「寺子屋」というものがあった。寺で子供を集めて学習をさせる取り組み。夏休みなどで寺などを

活用して実施してみたい。 

・昨年度、太鼓の練習が盛り上がってよかった。集落センターにも大太鼓１個、樽太鼓が６個程度あっ

たと思う。センターは土日も空いているので、太鼓の練習にセンターを活用する方法もあると思う。 

・この会で話を聞いていて、「今大滝でこんなことをしたら楽しいのではないか」と大人が考えて実現さ

せている。大人の知恵が集まって活動し、子どもたちがその楽しさを体験することで大人の活動が子

どもに伝わると思う。 

・施設としても地域との連携を進めているので、ぜひ機会を見て協力していきたい。施設では大滝でで

きることを考えている。学校・施設・地域のかかわりや行き来を今後増やしていきたい。 

・学校の FBの活用について、子どもの表情が伝わるようになるとよい。 

・「大滝元気だぞ」というところを発信していただきたい、PTA 活動も人数減で縮小していっているが、

もりあげ隊の協力でより多くの行事を実施できると思う。 

・大滝の将来を考えた時、大滝外の交流など必要だと思う。チャイルドフットなど若い人が大滝を訪れ

ている。そういう方々に情報が入ることで大滝を知ってもらえたらと思う。 

・子どもたち一人一人に大滝の思い出を残してあげたい、そうした点でもりあげ隊などの活動は大切だ

と思う。 
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